
別紙

１１７ 精神神経用剤

【医薬品名】塩酸ヒドロキシジン（注射剤）

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。

［重要な基本的注意］の項に

「筋肉内注射時に注射部位をもむことによって、皮内又は皮下に薬液が漏出

し、壊死、皮膚潰瘍、疼痛等の注射部位反応を起こすことがあるので、注

射後、強くもまず軽くおさえる程度にとどめること。」

を追記し、［副作用］の「重大な副作用」の項に

「注射部位の壊死、皮膚潰瘍：注射部位の壊死、皮膚潰瘍があらわれ、瘢痕

が形成されることがある。重度の場合には壊死組織の切除、皮膚

移植が必要になることがあるので、注射部位の疼痛、腫脹、硬結

等があらわれた場合には投与を中止する等、適切な処置を行うこ

と。」

を追記する。


